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市町村アカデミーにおける新型コロナウイルス感染症防止対策について(概要) 

 

 

  市町村アカデミーは、全国各地からの受講生が参加する集合・宿泊型の研修所

です。また、討議や実習等を取り入れた研修を実施していることから、新型コロ

ナウイルス感染症の感染防止の対策を当面、次のとおり継続することとします。 

 

 

＜飛沫・接触感染防止対策＞ 

・所内各所にアルコール消毒液、ハンドソープ等を設置し、適宜手指消毒を行う。 

・共有スペース（食堂や集会室等）の座席配置は間隔を空ける。 

・教室内の座席は指定席とし、間隔を空けて着席する。 

・共有して使用する研修機材は清掃消毒を行う。 

・必要に応じてマスクの着用をお願いする場合がある。 

 

＜密集、密閉感染防止対策＞ 

・密集、密接にならないよう、必要に応じ教室の収容人数を調整して研修を実施。 

・教室等のドアは常時開放。定期的に窓を開けて室内の換気を実施。 

 

＜健康管理による感染防止対策＞ 

・講師及び研修生には、研修期間中（講師は出講日）に加え、研修前から体調管

理を行ってもらい、研修開講日当日（講師は出講日）において、体調不良（発

熱等）や新型コロナウイルス感染症の感染の疑いがある場合には、入所や出講

を原則見合わせていただくこととする。 

・研修生が入所後、新型コロナウイルス陽性者に該当することとなった場合に

は、研修の受講を中止し、原則として退所していただくこととする。 

 

 

上記の新型コロナウイルス感染症の感染防止対策は、諸情勢等を考慮し、随時変

更していきます。 


